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『貧困の連鎖』を

断ち切る支援事業を
今年の 4月１日から『生活困窮者自立

支援法』が施行されました。この生活困

窮者支援制度の運用を通して、生活困窮

者がどうして増大したのかの原因や社会

的な状況を明らかにしていくこと、そし

て生活困窮者を生み出さない社会になっ

ていくことが今一番大事なことです。

質問１

生活困窮者自立支援法が本年4月1日か

ら施行され、必須事業として自立相談支

援事業と住居確保給付金の支給が実施さ

れる。これを機に生活困窮者を真に支援

できる仕組みをつくることが必要。裾野

市の相談支援体制を伺う。

答弁１

社会福祉課に相談窓口を設置する。市

民相談支援員１名、就労支援員1名の2名

が担当する。就労支援員は生活保護受給

者対応も兼務するので、実質は1名の増

員となる。

３月議会一般質問と答弁

岡本かずえ議員の一般質問

質問２

任意事業である就労準備支援事業、一

時生活支援事業、学習支援事業と、必須

事業である自立相談支援事業が連携する

ことで、生活困窮者を真に支援できる仕

組みになるのではないか。

答弁２

まずは現体制で対応ができることから

始め、対象者や支援内容等を見ながら、

次年度以降に事業実施について検討して

いきたい。27年度に実施しない任意事業

について、需要がある場合はより専門的

な相談員の増加や、事業者への委託を検

討する必要がある。

質問３

住民に最も身近な行政窓口である社会

福祉課と他部署の連携はとても重要。連

携強化されるか。

答弁３

市では専門的な分野の相談窓口、社協

に委託の『なんでも相談』などさまざま

な場所に相談窓口がある。生活の立て直

しが必要と職員や相談員が判断した場合

には連絡をもらう。各部署との連携は重

要と認識している。



３歳児幼稚園入園抽選問題

早期解決と

子育て世代の望む応援を
裾野市では平成 13 年度から公立幼稚

園への３歳児入園が本格実施されたそう

です。しかし、10 年以上にわたり富岡
第２幼稚園、須山幼稚園をのぞく４園で

抽選が行われて来ています。希望する全

ての子どもたちが入園出来ない状態が長

く続いていたことになります。12 月議
会でも子ども・子育て新制度について質

問をいたしましたが、3 歳児抽選を経験
された保護者の方たちから本当に切実な

お話しを伺う機会があり、今回、この問

題を取り上げさせていただきました。定

住人口増加、少子化対策の施策の中で若

い世代に裾野市へ越してきてもらい安心

して子育てをしてもらう為には、この問

題解決は後手に回ることのないよう、今

まさに待ったなしの問題と考えます。

当日は、お母さんたちが子どもたちを

連れて議会傍聴(議場には入れないため

第１委員会室モニターにて傍聴)してい

ただきました。

岩井よしえ議員の一般質問
質問１

３歳児幼稚園入園は抽選ではなく、希

望する全ての子どもが入園できることが

必要と思うが見解を伺います。

答弁１

平成２８年度から現在３クラスあるい

ずみ幼稚園をのぞく 5園について 5名の
増加で 25 名の受け入れをしていく他、
市立幼稚園にも定員の拡大をお願いする

など就園を希望する全ての園児受け入れ

を目指していく。

質問２

西幼稚園の通園範囲が広すぎ災害時の

ことや、入園希望が増えている等考える

と、南地域に幼稚園設置が必要と考える

が見解を伺います。

答弁２

西地区以外にも通園距離の長い学区が

ある。新たに公立幼稚園の追加設置は考

えていない。定住人口増加策の中で増加

傾向にあるものも出ているが、ニーズの

比率も一定ではなくなってくる。施設整

備を伴う施策としては十分な検討を要す

るものと考えている。



質問３

ニーズ調査の結果からも公立幼稚園・

保育園への入園希望が多く、公立・私立

の選択肢をなくすべきではないと考えま

すが、見解を伺います。

答弁３

公立幼稚園の取り組みを多くの方に評

価していただいていることに感謝してい

る。子育てを応援する裾野市を目指すの

で、気持ちをかなえていく事は大切だと

いう風に目指していく。公私立、市にあ

る施設をフル稼働させて市民ニーズにし

っかり答えていけるよう制度も研究して

まいりたい。

夜、新婦人新聞の『読者がつくるペー

ジ』に目を引く記事が有りました。

書いていたのが、古くからの友人。お孫

さんの卒業式での校長先生の言葉。

いいお話です

この春 出会った

見つけた 素敵な言葉

卒業式での校長先生の言葉
市内の小学校・中学校の卒業式。

地元の中学校の卒業生は 140名、小学
校は 41名でした。
中学校の卒業生からの感謝のメッセー

ジとしての、合唱(さくら 旅立ちの日

に)は素晴らしいものでした。

校長先生の式辞のなかで、「みなさん、

今日が９年間の義務教育の最後の日で

す」と義務教育について話されました。

それは憲法で、健康で文化的な最低限

度の生活を営む権利を有すること、ひと

しく教育を受けることが保障されている

ことです、と話されました。

送る言葉としてとても印象的でした。小

学校は少人数のよさ発揮です。

岡本和枝のブログから

憲法記念日のつどい
第1部「じいじはおこってる」

第2部「積極平和主義」は戦争への道

講師：小森陽一さん

(東大教授、９条の会事務局長)

とき：５月３日(日)PM1 ： 30 ～ 4 ： 00
ところ：沼津労政会館３階ホール

協力券：大人 1,000円、中・高生 500円
主催・「憲法記念日市民のつどい」実行委員会


